
　
人
生
1
0
0
年
時
代
に
突
入
し
、社
会
人
の
学
び
直
し（
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
）に
関
心
が
集
まって
い
る
。

　
従
来
か
ら
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
重
要
性
は
謳
わ
れ
て
き
た
が
、

い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
の
学
び
直
し
に
は
時
間
的・費
用
的
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
が
伴
う
こ
と
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
は
リ
タ
イ
ア
世
代
の
経
験

や
興
味
を
生
か
し
た
さ
ら
な
る
学
び
や
、ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

一
時
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
か
ら
離
れ
て
い
た
比
較
的
若
い
女
性
た

ち
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
比
較
す
る
と
、大
学

に
お
け
る
社
会
人
の
学
び
直
し
機
会
や
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
は
難
し
い
状
況
に
あっ
た
。し
か
し
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（V

olatility

（
変

動
性
）、Uncertainty

（
不
確
実
性
）、Com

plexity

（
複
雑

性
）、Am

biguity

（
曖
昧
性
））の
時
代
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
、

小 特 集
Minor Special issue

人
生
1
0
0
年
時
代
の
学
び
と
は

　

―
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
将
来
像―
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シ
ニ
ア
学
生
が
果
た
す
教
育
的
役
割

―

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
の

　
異
世
代
共
学
を
中
心
に―

菅
原 

春
美　
立
教
大
学
総
長
室
社
会
連
携
教
育
課

　
　
　
　
　
　

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
事
務
室

　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐

「
変
身
資
産
」形
成
の
た
め
の
新
た
な
大
学
院
教
育

―

昭
和
女
子
大
学
の「
社
会
人
経
営
大
学
院
」―

粕
谷 

美
砂
子　
昭
和
女
子
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　

   

生
活
機
構
研
究
科

　
　
　
　
　
　

   

福
祉
社
会
研
究
専
攻

　
　
　
　
　
　

   

専
攻
主
任・教
授

商
学
に
お
け
る
実
践
知
の
創
造
と
伝
承

高
橋 

昭
夫　
明
治
大
学
商
学
部・

　
　
　
　
　
　
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と「
社
会
人
の
学
び
直
し
」

渡
辺 

顗
修　
甲
南
大
学
法
科
大
学
院
教
授・

　
　
　
　
　
　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

学
校
教
育
段
階
の
学
び
で
得
た
知
識
で
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
や
知
識
を
学
び
続
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
に
お
い
て
、社
会
人
入
試
、シ
ニ
ア
入
試
な
ど
に
よ
る
正
規
入

学
生
以
外
に
も
、大
学
と
い
う
場
に
お
い
て
意
欲
的
に
学
ぶ
社
会
人

学
生
は
多
く
、そ
の
多
様
な
存
在
は
、高
等
学
校
卒
業
後
に
進
学

し
て
く
る
学
生
、留
学
生
、法
人
内
の
各
教
育
課
程
に
お
け
る
生
徒

等
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、大
学
や
法
人
内
設
置
学
校
に
と
って

大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
日
本
経
済
団
体
連
合
会「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す

る
産
学
協
議
会・報
告
書 Society 5.0
に
向
け
た
大
学
教
育
と

採
用
に
関
す
る
考
え
方
」（
２
０
２
０
年
３
月
）で
は
、リ
カ
レ
ン
ト

教
育
に
お
い
て
は
大
学
側・企
業
側
双
方
に
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
る
こ
と
、ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
、そ
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
企
画
で
は
、人
生
１
０
０
年
時
代
の
学
び
の
新
た
な
形
、こ
れ

ま
で
の
成
果
と
将
来
像
につい
て
考
え
る
契
機
と
し
た
い
。

C
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N
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E
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は
じ
め
に

昭
和
女
子
大
学
大
学
院 

生
活
機
構
研
究
科 
福
祉
社
会
研
究

専
攻
は
、２
０
２
１
年
４
月
に
、働
き
な
が
ら
最
短
１
年
間
で
修

士
号（
福
祉
社
会
実
践
学
）を
取
得
で
き
る
２
つ
の
１
年
制
コ
ー
ス

（
男
女
共
学
）を
開
講
し
た
。「
福
祉
共
創
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

と「
消
費
者
志
向
経
営
コ
ー
ス
」で
あ
る
。従
来
か
ら
２
年
間
の
課

程
で
の
社
会
人
入
試
は
行
って
い
た
が
、社
会
人
に
向
け
た
多
様
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
、新
た
に「
社
会
人
経
営
大
学
院
」と
し
て
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

福
祉
社
会
研
究
専
攻
が
期
待
す
る
入
学
生
は
、福
祉
社
会
研
究

に
関
す
る
一
定
の
基
礎
学
力
あ
る
い
は
社
会
経
験
を
持
ち
、さ
ら
に

最
新
の
情
報
・
知
識
を
得
て
、研
究
方
法
を
磨
き
、よ
り
高
度
な
専

門
性
を
身
に
つ
け
る
意
欲
が
あ
る
大
学
院
生
で
あ
る
。そ
の
観
点
か

ら「
福
祉
共
創
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」で
は
、福
祉
共
創
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、新
た
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
養
う
人
材
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。一
方
、「
消
費
者
志
向
経
営
コ
ー
ス
」は
、情
報
化
、グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
す
る
消
費
社
会
に
お
い
て
、長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
す
る
新
し
い
価
値
創
造
に
取
り
組
み
、

企
業
や
行
政
、組
織
に
お
け
る
企
画
、立
案
、推
進
役
な
ど
を
担
う

高
度
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

1  「
１
年
制
コ
ー
ス
」を
設
置
し
た
背
景
、設
計
意
図
と
ね
ら
い

現
代
社
会
に
お
い
て
広
範
に
顕
在
化
し
て
い
る
福
祉
社
会
の
諸
課

題
に
対
し
、福
祉
学
は
問
題
解
決
指
向
の
実
践
科
学
で
あ
る
と
い
う

特
徴
を
有
し
て
い
る
。解
決
を
必
要
と
す
る
諸
課
題
は
、貧
困
や
生
活

の
不
安
定
化
、災
害
リ
ス
ク
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
増
加
、依
存
症
、が
ん
患

者
の
生
活
就
労
支
援
、人
生
最
終
段
階
で
の
意
思
決
定
、滞
日
外
国

「
変
身
資
産
」形
成
の
た
め
の

新
た
な
大
学
院
教
育

―
昭
和
女
子
大
学
の「
社
会
人
経
営
大
学
院
」―

粕
谷 

美
砂
子

昭
和
女
子
大
学
大
学
院 

生
活
機
構
研
究
科 

福
祉
社
会
研
究
専
攻
　
専
攻
主
任
・
教
授
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人
家
族
の
地
域
摩
擦
、高
齢
者
の
孤
独
死
や
自
殺
、ド
メ
ス
テ
ィッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
児
童
虐
待
、青
少
年
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
の
増
加

等
、多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。こ
れ
ら
諸
課
題
は
、コロ
ナ
禍
に
お

い
て
ま
す
ま
す
顕
著
に
なって
お
り
、社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
課
題

解
決
に
対
応
す
る
高
度
な
実
践
力
を
有
す
る
専
門
職
養
成
への
期
待

が
、大
学
院
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
高
まって
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、前
述
の
よ
う
な
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
社
会
課

題
は
、単
独
の
学
問
範
囲
で
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
。そ
こ
で
、本
大

学
院
福
祉
社
会
研
究
専
攻
で
は
、学
際
的
、実
践
的
な
カ
リ
キ
ュラ

ム
を
編
成
し
、実
務
経
験
の
あ
る
社
会
人
を
対
象
と
し
た
専
門
職

の
養
成
を
目
指
す
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
。こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
に
お
い
て

は
、実
務
経
験
を
持
つ
社
会
人
が
、さ
ら
に
高
度
な
専
門
職
に
就
く

た
め
に
、就
業
と
両
立
し
な
が
ら
修
士
号
を
取
得
で
き
る
よ
う
、時

間
の
制
約
を
軽
減
す
る
た
め
、標
準
年
限
を
２
年
か
ら
１
年
以
上

２
年
未
満
の
期
間
に
短
縮
し
た
。

2 

両
コ
ー
ス
の
学
び
の
特
徴

「
福
祉
共
創
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」は
、保
育
、医
療
、福
祉
施

設
の
経
営
者
、管
理
者（
リ
ー
ダ
ー
）、行
政
担
当
者
の
た
め
の
コ
ー

ス
と
し
、本
学
の
経
済
・
経
営
、福
祉
社
会
、医
療
、人
間
科
学
教

育
等
多
彩
な
分
野
の
教
員
が
連
携
し
、「
新
し
い
実
践
知
・
共
創

社
会
」を
開
発
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。一
方
、「
消
費
者
志
向
経

営
コ
ー
ス
」で
は
、新
し
い
消
費
生
活
に
対
応
し
た
企
業
と
消
費
者

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョン（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
市
場
な
ど
）に
つ
い
て

学
ぶ
コ
ー
ス
で
あ
る
。「
消
費
者
志
向
経
営
コ
ー
ス
」で
は
、消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
試
験
機
関
で
あ
る
日
本
産
業
協
会
の
指
定
大

学
院
制
度
の
認
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、コ
ー
ス
修
了
後「
マ
ス
タ
ー

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
資
格
取
得
が
可
能
で
あ
る
。

福
祉
社
会
研
究
専
攻
全
体
と
し
て
の
入
学
定
員
を
５
名
か
ら
50

名
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、入
学
試
験
の
結
果
、２
０
２
１
年
度
は
、

前
期
入
学
者
は
１・２
年
制
を
併
せ
て
44
名
、後
期
入
学
者
７
名
で

あ
っ
た
。１
年
制
コ
ー
ス
の
学
費
は
入
学
金
の
他
、個
人
の
学
修
計

画
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
て
設
定
し

た
。出
願
資
格
は
、「
学
士
の
学
位
を
有
す
る
者
」で
あ
る
が
、学
位

を
有
し
て
い
な
い
な
ど
の
出
願
資
格
を
満
た
さ
な
い
受
験
希
望
者

に
対
し
、個
別
入
学
資
格
審
査
を
行
い
、要
件
が
認
め
ら
れ
た
者
に

は
大
学
院
入
学
試
験
の
受
験
を
認
め
て
い
る
。

社
会
人
は
、時
間
・
場
所
の
制
約
が
あ
る
た
め
、授
業
は
主
に

平
日
夜
間
の
６
時
限（
18
時
30
分
〜
20
時
）と
土
曜
日（
朝
９
時
〜
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終
日
）に
開
講
し
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
と
の
併
用

（
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
や

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）も

導
入
し
て
い
る
。そ
の

た
め
、北
海
道
や
愛
知

県
、学
期
途
中
か
ら
シ

ニ
ア
海
外
協
力
隊
と
し

て
赴
任
し
た
ア
フ
リ
カ

か
ら
の
受
講
生
も
在
籍

し
て
い
る
。

お
わ
り
に

１
年
制
コ
ー
ス
に
入
学
し
て
く
る
社
会
人
院
生
は
、み
な
多
様
な

能
力
、適
性
を
持
ち
学
問
探
究
への
意
識
が
高
く
、社
会
に
貢
献
す

る
意
欲
を
持
って
入
学
し
て
く
る
。１
期
生
か
ら
は「
１
年
制
大
学

院
は
ユニ
ー
ク
な
学
び
の
モ
デ
ル
で
あ
る
」や「
社
会
人
で
２
年
間
を

コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
難
し
く
て
も
１
年
で
あ
れ
ば
な
ん
と
か
時
間

を
捻
出
し
、自
分
の
成
長
に
役
立
て
た
い
」と
の
感
想
を
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
人
院
生
への
学
び
に
対
し
、両
コ
ー
ス
で
重
視
し

て
い
る
問
題
解
決
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、問
題
解
決
能
力
を
備
え
た

実
務
を
担
う
高
度
専
門
職
人
材
養
成
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。教
員
や
実
務
家
ら
の
学
際
的
協
働
や
複
数
の
領

域
の
院
生
や
教
員
か
ら
多
様
な
学
修
刺
激
を
受
け
な
が
ら
院
生
が

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、専
門
性
の
高
い
学
際
的
な
視
点
で
の

修
士
論
文
執
筆
に
つ
な
が
る
。ま
た
、現
場
で
の
実
証
的
な
課
題
研

究
の
知
見
の
有
効
範
囲
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。私

た
ち
は
、新
し
い
大
学
院
で
の
学
び
を
通
し
て
、自
ら
の
実
務
経
験

を
評
価
し
、さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
願
って

い
る
。１
期
生
か
ら
は
、コ
ー
ス
修
了
後
も
共
に
学
ん
だ
メ
ン
バ
ー
で

大
学
院
を
拠
点
に
新
た
な
活
動
が
で
き
な
い
か
と
い
う
要
望
も
出

て
い
る
。こ
う
いっ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
も
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
成
果
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
方
、最
短
で
１
年
間
と
は
い
え
、大
学
院
で
の
学
び
につい
て
は
、仕

事
や
育
児
・
介
護
と
の
関
係
で
入
学
を
迷
って
い
る
方
々
も
見
受
け

ら
れ
る
。そ
う
いっ
た
場
合
に
は
、本
大
学
院
に
あ
る
科
目
等
履
修

生
制
度
を
利
用
し
て
、い
く
つ
か
の
科
目
を
履
修
し
な
が
ら
、入
試
・

入
学
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。本
制
度
を
利
用
し
て
修
得
し

［写真1］授業の様子
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た
単
位
は
、入
学
後
最
大
15
単
位
ま
で
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
利
点

で
あ
り
、ま
た
こ
の
期
間
中
に
、科
目
を
履
修
し
な
が
ら
修
士
論
文

あ
る
い
は
そ
れ
に
代
わ
る
実
践
的
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
を
検
討
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

今
後
の
本
学
で
の
社
会
人
の
学
び
の
場
を
広
げ
る
展
開
と
し
て
、

同
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
で
は
、２
０
２
２
年
４
月
か
ら
は
国

立
公
文
書
館
が
認
証
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト（Archivist

）を
養
成
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
す
る
予
定
で
あ
る
。既
に
現
教
員
・
学
芸
員
の
た

め
の
社
会
人
１
年
制
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
る
が
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

１
年
制
コ
ー
ス
で
受
講
が
で
き
、公
文
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
で
働
く
専
門
職
員
を
養
成
す
る
。

ま
た
、同
年
、文
学
研
究
科
言
語
教
育
・
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
専

攻
で
は
、中
学
校
・
高
等
学
校
の
英
語
一
種
教
育
職
員
免
許
状
取

得（
取
得
見
込
み
）者
を
対
象
に「
英
語
教
育
専
修
コ
ー
ス
」（
１
年

制
／
男
女
共
学
）を
開
講
す
る
。本
コ
ー
ス
で
は
、最
新
の
応
用
言

語
学
理
論
を
学
修
し
、現
場
で
生
か
せ
る
実
践
力
を
養
い
、修
士

号
お
よ
び
英
語
の「
専
修
免
許
状
」が
取
得
可
能
で
あ
る
。

グ
ラ
ッ
ト
ン
と
スコッ
ト
は
、著
書『
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
』※
１
の

中
で
、人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
た
め
に
、人
生
の
資
産
と
し

て
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー「
生
産
性
資
産
」「
活
力
資
産
」「
変
身
資

産
」な
ど
の「
無
形
資
産
」の
管
理
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。１
０
０

年
ラ
イ
フ
の
過
程
で
は
、大
き
な
変
化
を
経
験
し
、多
く
の
変
身
を

遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
に
必
要
な
資
産
を「
変
身
資
産
」と

し
、自
分
に
つ
い
て
よ
く
知
って
い
る
こ
と
、多
様
性
に
富
ん
だ
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、新
し
い
経
験
に
対
し
て
開
か
れ
た
姿
勢
を
持
って
い

る
こ
と
の
必
要
性
を
あ
げ
た
。人
生
１
０
０
年
と
す
る
な
ら
ば
、異

な
る
２
つ
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
こ
と
、次
の
キ
ャ
リ
ア
へ
移
行
す
る
こ

と
、勉
強
し
な
お
す
と

い
っ
た
二
毛
作
の
人
生

設
計
が
十
分
可
能
で
あ

る
。大
学
院
に
お
け
る
学

び
を
、是
非
自
身
の
生

活
設
計
の
中
に「
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ジ
」の
人
生
の
一

部
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

※
１ 
リ
ン
ダ・グ
ラッ
ト
ン
、ア
ン
ド
リュー・スコッ
ト
著
、池
村
千
秋
訳（
２
０
１
６
） 

　
　
『
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
』東
洋
経
済
新
報
社
。

※
２ 
福
祉
社
会
研
究
専
攻
１
年
制
コ
ー
ス
の
サ
イ
ト 

　
　

 https://univ.sw
u.ac.jp/cont-ed/

［写真2］ 福祉社会研究専攻1年制コースのサイト※2
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1 

平
生
釟
三
郎
と
社
会
人
学
び
直
し

２
０
１
９
年
に
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
た
学
校
法
人
甲
南
学
園

は
、第
２
世
紀
に
入
る
に
あ
た
り
、中
期
計
画
を
策
定
し「
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
推
進
と
世
代
を
超
え
た
学
び
の
場
の
創
出
」を
目
標
に

加
え
た
。学
園
創
立
者
・
平
生
釟
三
郎
の「
平
生
フ
ィロ
ソ
フ
ィ
ー
」

を
建
学
の
柱
と
す
る
本
学
は
、そ
の
ひ
と
つ
、「
常
ニ
備
ヘヨ
」の
精
神

を
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
か
す
た
め
に
も
、す
べて
の
世
代
が
、「
科
学
技

術
の
目
覚
し
い
発
展
、地
球
環
境
の
急
激
な
変
化
、政
治
・
経
済
・

社
会
の
激
変
な
ど
、21
世
紀
現
代
の
人
類
社
会
が
直
面
す
る
複
合

的
課
題
に
た
い
す
る
時
代
感
覚
を
研
き
…
自
由
と
自
立
の
気
風
を

重
ん
じ
、行
動
力
の
喚
起
・
活
性
化
を
強
力
に
促
す
」、そ
の
よ
う

な
教
育
の
で
き
る
大
学
を
目
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。

法
人
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、甲
南
大
学
も『KO

NAN U.VISIO
N 

2025 

―
甲
南
新
世
紀
ビ
ジョン
―
』を
策
定
し
た
。そ
の
中
で「
予

測
不
可
能
な
時
代
に
向
け
た
新
た
な
教
育
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
交
じ
り
合
い
刺
激
し
合
って
成
長
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
を
実
現
し
ま
す
」と
宣
言
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、社
会
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
り「
学
び
直

し
」が
で
き
る
よ
う
に
、２
０
２
１
年
度
か
ら「
人
生
１
０
０
年
時
代

の
学
び
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
格
開
講
し
、後
期
か
ら「
甲
南
発 

法
務

リ
カ
レ
ン
ト
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ
レ
開
講
す
る
こ
と
と
し
た
。

2 

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
学
び
」プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
れ
は
、社
会
人
の
た
め
の「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
開

設
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

今
年
度
は
、⑴「
大
人
の
自
己
探
求
」（
人
文
科
学
系
）、⑵「
ネ
ク

ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う
生
き
る
か
」（
社
会
科
学
系
）、⑶「
情
報
社

会
の
し
く
み
を
知
り
、安
全
に
暮
ら
す
」（
自
然
科
学
系
）、⑷「
多
文

化
共
生
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生
き
る
」（
多
文
化
・
国
際
系
）の
４

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と

「
社
会
人
の
学
び
直
し
」

渡
辺 

顗
修

甲
南
大
学
法
科
大
学
院
教
授
・

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
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人生100年時代の学びとは―リカレント教育の将来像―

コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。次
年
度
は
⑶
を「
植
物
と
生
き
る
た
め
に
、そ

の〝
力
〞を
学
ぶ
！
」（
自
然
科
学
系
）に
衣
替
え
し
、さ
ら
に
⑸「
安

全
安
心
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
」（
総
合
情
報
系
）を
加
え
る

予
定
で
あ
る
。

各
コ
ー
ス
は「
学
び
の
目
標
」を
設
定
し
て
い
る
。例
え
ば
、「
大

人
の
自
己
探
求
」コ
ー
ス
の
学
習
目
標
は
、「
個
人
の
変
革
・
成
長

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
の
学
習
」「
振
り
返
り
を
行
動

に
結
び
付
け
る
実
践
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
習
」、「
多
彩
な
受
講
生

相
互
の
真
摯
な
対
話
か
ら
人
生
と
い
う
物
語
に
埋
も
れ
て
い
る
信

念
や
価
値
や
美
意
識
を
再
確
認
し
、人
生
を
刺
激
す
る
、新
し
い
意

味
や
意
義
を
体
得
」す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
柱
に
沿
って
受
講
生
は
、指
定
さ
れ
た
講
義
群
の
中
か
ら
年

間
通
じ
て
４
科
目
ま
で
選
択
し
て
学
習
す
る
。そ
し
て
、後
期
に
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
主
催
す
る「
リ
カ
レ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

に
参
加
す
る
。そ
こ
で
、学
習
の
柱
に
沿
った
総
括
を
行
う
。

3 

教
室
で
の
社
会
人
・
学
生
の
融
合

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
講
義
は
、学
部
に
と
ら
わ
れ
ず

に
全
学
学
生
が
履
修
で
き
る
科
目
群
か
ら
選
ん
で
い
る
。し
た
がっ

て
、学
び
直
し
の
た
め
キ
ャン
パス
に
来
る
社
会
人
は
、い
ろ
い
ろ
な
学

部
の
現
役
学
生
と
教
室
で
一
緒
に
学
ぶ
。質
疑
応
答
や
意
見
交
換
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
な
ど
学
習
の
た
め
の
ワ
ー
ク
は
学
生
と
一
緒
に

参
加
す
る
。平
生
フィロソ
フィ
ー
が
求
め
る「
地
域
社
会
と
朗
ら
か
に

『
つ
な
が
る
学
園
』」で
の「
学
び
直
し
」の
あ
り
方
と
し
て
、学
生
と

社
会
人
が
融
合
す
る
こ
と
、こ
れ
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。

今
年
度
は
、２３
名
の
履
修
生
が
４
つ
の
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か

れ
て
学
び
を
進
め
て
い
る
。４０
代
か
ら
６０
代
前
半
の
方
１０
名
、６０
代

後
半
よ
り
上
の
世
代
の
方
１３
名
と
いっ
た
構
成
で
あ
る（
な
お
、本

学
出
身
者
９
名
）。前
期
に
は
正
規
の
授
業
と
は
別
に
、概
ね
月
１

回
程
度
、履
修
生
が
仕
事
や
立
場
、コ
ー
ス
を
越
え
て
集
ま
る
機
会

を
設
け
、履
修
生
の
間
の
絆
を
築
き
つ
つ
、学
び
を
深
め
る
よ
う
大

学
側
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
て
い
る
。い
わ
ば「
異
業
種
交

流
」の
場
を
持
つ
こ
と
が
、本
学
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で

も
あ
る
。こ
う
し
て
培
っ
た
絆
を
踏
ま
え
て
後
期
か
ら「
リ
カ
レ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」に
参
加
し
て
も
ら
って
い
る
。こ
ち
ら
は
社
会
人

だ
け
の
学
習
の
場
で
あ
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
教
員
を
コ
ア
と
し

て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
企
画
に
参
加
さ
れ
た
あ
る
受
講
生
か
ら
は
、「
社
会
に
出

て
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
、授
業
の
内
容
が
深
く
理
解
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で
き
、新
た
な
発
見
に
感
動
で
き
ま
す
。こ
の
楽
し
さ
を
ぜ
ひ
多
く

の
方
に
味
わって
ほ
し
い
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

4 
「
甲
南
発 

法
務
リ
カ
レ
ン
ト
」プ
ロ
グ
ラ
ム
新
設
へ

本
学
は
、次
年
度
か
ら「
甲
南
発 

法
務
リ
カ
レ
ン
ト
」プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
た
に
開
設
す
る
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、主
に
甲
南
大
学
法
科
大

学
院
が
開
講
す
る
科
目
で
構
成
さ
れ
、２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
コ
ー
ス
」で
は
、企
業
活
動
を
支
え
る
法
制
度
・

法
務
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
学
ぶ
が
、主
に
商
法
の
基
礎
と
応

用
／
労
務
管
理
／
知
的
財
産
の
３
分
野
を
学
べる
よ
う
に
講
義
を

配
置
し
て
い
る
。

ユニ
ー
ク
な
の
は
、「
自
治
体
法
務
コ
ー
ス
」だ
。少
子
高
齢
社
会

に
あ
って
住
民
の
生
活
と
福
祉
を
守
る
自
治
体
の
役
割
は
一
層
重

要
と
なって
い
る
。ま
た
、地
域
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、官

民
が
連
携
し
て
取
り
組
む
場
面
が
増
え
て
い
る
。そ
こ
で
、同
コ
ー
ス

で
は
、地
域
の
経
済
活
動
や
社
会
活
動
を
支
え
る
自
治
体
の
基
本

を
学
び
、特
に
、自
治
体
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
の
資
金
、経
営

手
法
な
ど
を
導
入
し
て
運
営
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
動
の
あ
り
方
と
そ
の

直
面
す
る
諸
問
題
を
学
ぶ
講
義
を
配
置
し
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、自

治
体
で
必
要
と
さ
れ
る
法
政
策
の
立
案
能
力
を
開
発
す
る
た
め
の

基
礎
学
習
科
目
も
設
置
し
て
お
り
、公
共
法
務
の
学
習
を
踏
ま
え

て
政
策
法
務
を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
。こ
の
コ
ー
ス
は
、自
治
体
の

職
員
に
限
ら
ず
、自
治
体
に
関
わ
る
分
野
で
仕
事
を
す
る
社
会
人
に

とって
役
立
つ
内
容
と
なって
い
る
。

「
甲
南
発 

法
務
リ
カ
レ
ン
ト
」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、各
分
野

の
研
究
者
と
実
務
家
、そ
し
て
甲
南
出
身
の
若
手
企
業
家
が
話
題

提
供
者
と
な
る「
リ
カ
レ
ン
ト
ワ
ー
ク
ショッ
プ
」を
開
設
予
定
で
あ

る
。現
場
で
の
責
任
を
担
う
世
代
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

� 

夜
間
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
講
／
オ
ン
デ
マ
ン
ド
学
習
対
応

甲
南
大
学
法
科
大
学
院
は
、社
会
人
が
法
曹
を
目
指
し
て
学
習

で
き
る
よ
う
に
、夜
間
に
も
授
業
を
行
って
い
る
。ま
た
、神
戸
・
東

灘
区
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で

結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
／
Ｗｅ
ｂ
活
用
授
業
も
展
開
し
て
き
た
。

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は「ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ
ナ
」の
時
代
に
役
立
つ
。主
要

な
授
業
は
Ｚｏｏｍ
を
用
い
て
、夜
間
・
オ
ン
ラ
イ
ン
／
Ｗｅ
ｂ
活
用

方
式
で
実
施
す
る
。ま
た
講
義
内
容
は
す
べて
録
音
録
画
さ
れ
て
い
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人生100年時代の学びとは―リカレント教育の将来像―

る
。履
修
生
が
業
務
の
都
合
で
参
加
で
き
な
い
講
義
に
つ
い
て
は
後

に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
学
習
が
で
き
る
。「
リ
カ
レ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

は
土
曜
日
の
午
後
な
ど
社
会
人
が
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
の
設
定

を
考
え
て
お
り
、異
業
種
交
流
、人
と
の
絆
づ
く
り
が
し
や
す
い
学

習
環
境
を
用
意
す
る
予
定
で
あ
る
。

� 

プ
レ
開
講
５
名
の
履
修
生

２
０
２
１
年
９
月
、「
甲
南
発 
法
務
リ
カ
レ
ン
ト
」プ
ロ
グ
ラ
ム
は

後
期
の
授
業
を
利
用
し
て
プ
レ
開
講
を
開
始
し
た
。前
期
実
施
の

科
目
は
録
音
録
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で
自
習

が
で
き
る
。学
習
に
顕
著
な
支
障
は
な
い
。こ
れ
に
５
名
の
方
が
参

加
し
て
い
る
。い
ず
れ
の
方
も
社
会
人
と
し
て
現
に
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
。出
身
学
部
も
理
系
か
ら
法
学
系
ま
で
多
様
だ
。４０
代
か
ら
５０

代
に
か
け
て
と
ま
さ
に「
自
立
の
時
代
」に
あ
って
、仕
事
の
現
場
で

活
躍
し
な
が
ら
、甲
南
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で

学
習
も
さ
れ
て
い
る
。そ
う
し
た「
職
場
と
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
フ
ィ
ー

ド
バッ
ク
」が
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
か
ど
う
か
、私
達
大
学
の
側

も
見
守
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

� 

「
生
涯
現
役
」の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

甲
南
大
学
に
お
け
る
社
会
人
の
学
び
直
し
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

取
り
組
み
は
、平
生
釟
三
郎
の
生
き
様
を
反
映
し
た
哲
学
・「
人
生

三
分
論
」に
基
づ
く
。平
生
は
人
生
を
３
期
に
分
け
る
。学
生
と
し

て
の「
教
育
の
時
代
」、社
会
で
仕
事
に
就
き
活
躍
す
る「
自
立
の

時
代
」、そ
し
て
一
線
を
退
い
た
後
に
迎
え
る「
社
会
奉
仕
の
時
代
」

で
あ
る
。本
学
の
大
学
教
育
は「
教
育
の
時
代
」に
あ
って
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
よ
う
と
す
る
学
生
世
代
を
対
象
と
す
る
。そ
れ
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
の
は
、現
役
の
社
会
人
が
仕
事
の
質
を

高
め
る
た
め
に「
学
び
直
し
」に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。少
子
・
高

齢
社
会
が
続
く
中
、社
会
人
に
は「
隠
退
」で
は
な
く「
生
涯
現
役
」

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
も
、甲
南
大
学
は
、

「
若
い
世
代
が
学
ぶ
場
」で
あ
る
と
と
も
に
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
様

な
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
う
こ
と
で
大

学
全
体
が
活
性
化
」し
、全
世
代
の
学
び
と
活
躍
の
土
台
と
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

甲
南
大
学 
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
参
照
。 

https://w
w
w
.konan-u.ac.jp/education/recurrent/
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本
学
商
学
研
究
科
に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
入
試
制
度
の
目

的
は
、「
実
践
知
の
創
造
と
伝
承
」で
あ
る
。商
学
の
研
究
対
象
で

あ
る
商
業
活
動
は
、そ
も
そ
も
実
践
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。現
存
す

る
世
界
最
古
の
商
業
書
は
９
―
10
世
紀
頃
に
ア
ラ
ビ
ア
人
の
デ
ィ

ミ
ス
キ
が
書
い
た『
商
業
の
美
―
良
い
商
品
と
粗
悪
な
商
品
の
見

分
け
方
な
ら
び
に
商
品
詐
欺
師
の
偽
造
に
関
す
る
指
針
―
』で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
副
題
か
ら
商
業
に
お
け
る
実
践
知
を
習

得
す
る
こ
と
が
根
本
的
な
狙
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

商
学
は
広
い
研
究
領
域
を
有
し
て
い
る
。当
研
究
科
で
は
、経

済
、商
業
、経
営
、会
計
、金
融
・
証
券
、保
険
、交
通
お
よ
び
貿
易

と
い
う
８
つ
の
系
列
を
設
置
し
、少
人
数
教
育
を
通
じ
て
、こ
れ
ら

の
分
野
に
お
け
る
、さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
分
野
を
基
礎
と
す
る
学
問

的
研
究
領
域
に
お
け
る
研
究
者
ま
た
は
高
度
専
門
職
業
人
と
し

て
自
立
的
に
活
動
で
き
る
革
新
性
と
創
造
性
に
富
む
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
入
試
制
度
は
、２
０
１
２
年
４
月
よ
り
導
入
さ
れ
た
制

度
で
あ
る
。出
願
資
格
者
は
、同
一
の
職
種
ま
た
は
業
種
に
25
年

以
上
の
勤
務
経
験
を
有
す
る
者
で
、⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は

入
学
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
で
あ
る
こ
と
、⑵
入
学
時
に

60
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

選
考
は
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
問
の
二
段
階
方
式
で
行
わ

れ
、筆
記
試
験
は
な
い
。書
類
審
査
で
は「
履
歴
書
」お
よ
び「
研

究
計
画
書
」を
審
査
対
象
と
し
て
、書
類
審
査
合
格
者
を
決
定
す

る
。そ
し
て
、書
類
審
査
合
格
者
に
は「
小
論
文
」（
５
０
０
０
字
程

度
）の
提
出
を
課
し
、こ
れ
と「
研
究
計
画
書
」に
基
づ
い
て
面
接

試
問
を
行
って
い
る
。

﹇
表
１
﹈は
、シ
ニ
ア
院
生
に
よ
る
過
去
の
修
士
論
文
タ
イ
ト
ル

一
覧
で
あ
る
。

﹇
表
１
﹈か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、商
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域

で
実
践
知
の
創
造
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
践
知
を
創
造
す
る
こ
と
は
、非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る

商
学
に
お
け
る

実
践
知
の
創
造
と
伝
承高

橋 

昭
夫

明
治
大
学
商
学
部
・

大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
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が
、そ
の
実
践
知
を
伝
承
す
る
と
い
う
作
業
は
さ
ら
に
困
難
な

こ
と
で
あ
る
。知
識
を
移
転
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
原
因
の
一
つ

は
、そ
の
知
識
の
粘
着
性
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（Eric von 

H
ippel, “

Sticky Inform
ation” and the Locus of 

Problem
 Solving: Im

plications for Innovation, 
M
anagem

ent Science, V
ol. 40, N

o.4, pp.429-
548,1994

）。水
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
流
れ
る
よ

う
に
、知
識
は
移
転
し
な
い
。知
識
の
送
り
手
と
受
け
手
が
と
も
に

努
力
す
る
こ
と
に
よ
って
、知
識
は
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。特
に
、暗
黙
知
を
含
む
よ
う
な
実
践
知
の
伝
承
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

真
の
学
問
は
、マッ
ク
ス
・
ウェ
ー
バ
ー
が
指
摘
し
た「
職
業
と
し

て
の
学
問
」よ
り
も
、「
実
践
知
の
創
造
と
伝
承
」の
た
め
の
学
問

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。還
暦
を
迎
え
、自
由
な
時
間
を
真
理
の

探
究
に
捧
げ
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

［表1］商学研究科 シニア院生による過去の修士論文タイトル一覧

修了年度 修士論文タイトル 指導教員
（系列）

2013年度

「19世紀末香港発ペスト・パンデミックの衝撃
 ―地球規模感染の社会経済構造に関する史的分析―」

横井 勝彦
（経済系列）

「ブランド・マネジャー制再考」 猿渡 敏公
（商業系列）

「小売業における組織学習モードのダイナミクス
 ―マーチャンダイジング・品揃え活動を事例として―」

小林 一
（商業系列）

「我が国に於ける耐火物製造業の現状と課題
 ―鉄鋼業との関連を中心として―」

千葉 修身
（会計系列）

「荷主ニーズの変遷からみた国際航空貨物輸送の発展
 ―『サプライチェーン型取引輸送』への対応―」

小川 智由
（交通系列）

2014年度 「国際会計論における外貨換算会計
 ―外貨三基準の比較と機能通貨概念導入―」

山本 昌弘
（会計系列）

2015年度 「めっき業の現状と課題
 ―加工機能基準に基づく分析―」

熊澤 喜章
（経済系列）

2016年度

「商店街衰退の要因とその復活のための方策」 熊澤 喜章
（経済系列）

「中小食料品問屋の再生に向けた歴史的分析
 ―新潟県中小食品問屋「新盛」に対する
 ケーススタディ―」

若林 幸男
（商業系列）

2017年度

「薄型テレビのコモディティ化現象の再検討と「持続性」
 からの価値獲得の可能性
 ―日本の家電市場を対象として―」

小林 一
（商業系列）

「総合スーパーの衰退要因に対する消費者購買行動の
 視点からの分析―埼玉県川口市の事例―」

若林 幸男
（商業系列）

「内部監査の概念と機能に関する一考察
 ―日本における展開を中心にして―」

加藤 達彦
（会計系列）

「企業の研究開発活動とその成果
 ―ファインケミカル産業の場合について―」

鈴木 和志
（金融・
証券系列）

「日本における「リスク」術語の研究
 ―ドイツ「RisikoとGefahr」術語の考察を踏まえて―」

中林 真理子
（保険系列）

2018年度

「戦後日本の経済発展と企業における
 経営管理制度の変遷―日本的経営を中心に―」

篠原 敏彦
（貿易系列）

「金融システムの変化が生命保険業界に与えた影響に
 関する研究」

伊藤 隆康
（金融・
証券系列）

「多国籍企業の言語戦略と言語戦略が組織と人材に
 及ぼす影響―日系多国籍企業への提言―」

山本 雄一郎
（貿易系列）

2019年度

「日本医療機器産業の競争力
 ―医療機器企業の発展プロセスを軸に―」

富野 貴弘
（経営系列）

「多国籍企業の競争戦略における相互作用」 篠原 敏彦
（貿易系列）

2020年度

「なぜ英国はBREXITを選択したのか？
 ―英国離脱の背景としての分断・ポピュリズム
 （EUの問題点を中心に）―」

高浜光信
（経済系列）

「平成の市町村合併がもたらした地方財政への影響
 ―財政力，負担，並びに，受益からの考察―」

畑農鋭矢
（経済系列）
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1 

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
と
は

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学（
以
下
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）は
、

２
０
０
８
年
4
月
に
立
教
大
学
が
50
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
た
め

に
創
設
し
た
学
び
の「
場
」で
あ
る
。人
文
学
的
教
養
の
修
得
を

基
礎
に
、「
学
び
直
し
」「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
異
世
代
共
学
」を

目
的
と
し
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
体
現
さ
れ
る
立
教
大
学
の
建
学

精
神
に
基
づ
き
、人
生
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
受
講
生
が

〈
自
由
な
市
民
〉と
し
て
の
生
き
方
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
創
立
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、設
立
趣
旨
に
つ
い
て
、上
の
よ

う
に
述
べて
い
る
。Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
受
講
生（
以
下
受
講
生
）の
多
く
は

修
了
後
の
就
労
を
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、「
教
育
と
就
労
の
サ
イ

ク
ル
を
繰
り
返
す
」と
い
う「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」の
厳
密
な
定
義

に
は
該
当
し
な
い
が
、「
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
て
い
く
こ
と
」

と
い
う
広
義
に
は
、ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
る
。Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
キ
ャッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
学
び
の
情
熱
尽
き
る
こ
と
な
く
」だ
。毎
年
約

１
０
０
人
が
本
科
に
入
学
し
、シ
ニ
ア
に
向
け
て
体
系
的
に
構
築

さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
て
い
る
。ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し

て
修
了
論
文
を
執
筆
す
る
の
は
必
須
。1
年
か
け
て
修
了
要
件

単
位
を
修
得
す
る
。平
均
年
齢
は
64
歳
前
後
、年
代
は
入
学
対

象
と
な
る
50
歳
か
ら
80
代
の
方
ま
で
と
幅
広
く
、男
女
比
は
半
々

で
あ
る
。修
了
生
に
は
学
校
教
育
法
第
１
０
５
条
に
基
づ
く「
大

学
等
に
お
け
る
履
修
証
明
制
度
」に
よ
り
、履
修
証
明
書
が
交
付

さ
れ
る
。本
科
修
了
後
は
約
半
数
が
さ
ら
に
１
年
専
攻
科
で
学

び
を
継
続
す
る
ほ
か
、在
学
中
に
築
い
た
人
と
の
つ
な
が
り
を
糧

に
社
会
貢
献
活
動
を
始
め
た
り
、自
身
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
学
ん
だ

こ
と
を
持
ち
帰
っ
た
り
し
て
、セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
フ
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。修
了
生
の
帰
属
意
識
は
強
く
、多
く
が
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
同

窓
会
に
所
属
し
て
、修
了
後
も
勉
強
会
や
同
好
会
で
交
流
を
継
続

シ
ニ
ア
学
生
が
果
た
す

教
育
的
役
割

―
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
の

　

異
世
代
共
学
を
中
心
に
―

菅
原 

春
美

立
教
大
学
総
長
室
社
会
連
携
教
育
課

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
事
務
室 

課
長
補
佐
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し
て
い
る
。

設
立
以
来
１
０
０
０
人
以
上
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
く
過

程
で
、高
齢
化
社
会
に
お
け
る
新
し
い
教
育
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、韓
国
、

中
国
や
ト
ル
コ
等
諸
外
国
の
教
育
機
関
か
ら
視
察
が
訪
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

2 

「
異
世
代
共
学
」の
萌
芽
と
成
長

冒
頭
の
設
立
趣
旨
で
紹
介
し
た
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
3
本
柱「
学
び

直
し
」「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
異
世
代
共
学
」の
う
ち
、「
異
世
代
共

学
」は
、実
は
設
立
当
初
か
ら
据
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。

設
立
か
ら
3
年
ほ
ど
経
た
２
０
１
１
年
、あ
る
教
員
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

受
講
生
は
、学
部
生
対
象
の
全
学
共
通
科
目
を
一
定
条
件
の

も
と
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。若
い
学
生
た
ち
と
机
を
並
べ

て
学
ぶ（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
画
面
上
に
並

ぶ
）、一
見
講
師
と
も
見
間
違
え
る
受
講
生
の
真
摯
に
学
ぶ
姿

が
、学
部
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
異
世
代
共
学
と
い
え
る
が
、

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
異
世
代
共
学
は
、大
学
が
用
意
す
る
仕
組
み

だ
け
で
は
な
く
、Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
土
壌
に
育
っ

て
き
た
。

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
は
、幅
広
い
年
齢
層
の
多
種
多
様
な
社
会
経
験

を
有
す
る
シ
ニ
ア
が
集
っ
て
い
る
。受
講
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ

姿
が
日
常
的
風
景
と
な
っ
た
２
０
１
１
年
、学
部
と
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
双

方
に
関
わ
る
専
任
教
員
が
、自
身
の
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
受
講
生

を
招
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、受
講
生
と
学
部
生
の
異
世
代
交

流
が
始
ま
っ
た
。こ
の
試
み
は
、受
講
生
に
と
っ
て
は
、若
い
世
代

の
考
え
方
や
行
動
を
理
解
し
、そ
の
活
力
を
身
近
に
感
じ
て
自

分
た
ち
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
何
を
す
べ
き
か
、自
ら
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
デ

ザ
イ
ン
に
資
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま
た
、学
部
生
に
と
っ
て
も
、

受
講
生
の
豊
富
な
人
生
経
験
や
、知
識
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
見
す
る

こ
と
で
、社
会
人
と
し
て
希
望
に
満
ち
た
出
発
を
可
能
に
す
る
有

意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。双
方
に
と
って
有
益
で
あ
っ
た
こ
の
活
動

が
数
年
続
い
た
後
に
、２
０
１
３
年
か
ら
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
や
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
学
連
携
が
始
ま

り
、「
異
世
代
共
学
」と
い
う
柱
が
、２
０
１
６
年
か
ら
正
式
に
据

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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3
「
異
世
代
共
学
」の
展
開
と
可
能
性

現
在
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
と
し
て
実
施
し
て
い
る「
異
世
代
共
学
」プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、次
の
も
の
が
あ
る
。

⑴
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部「
基
礎
演
習
」

「
自
ら
の
意
見
を
正
確
に
適
切
に
伝
え
る
」ス
キ
ル
を
伸
ば
し

て
い
く
た
め
に
は
、担
当
教
員
や
同
じ
ク
ラ
ス
の
学
生
以
外
の

人
々
の
前
で
の
学
習
経
験
が
必
要
と
い
う
考
え
の
も
と
、学
生

発
表
の
場
に
受
講
生
が
参
加
し
、異
世
代
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
す
る
。

⑵
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
」

将
来
的
に
企
業
の
幹
部
候

補
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
経
営
学
研
究
科
の
留
学

生
に
対
し
、実
践
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
日
本
語
会
話
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
上
司
、同
僚
、

取
引
先
等
の
役
で
参
加
す
る

﹇
写
真
﹈。

⑶
全
学
共
通
科
目
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
目

２
０
１
５
年
か
ら
学
部
生
向
け
の
全
学
共
通
科
目
に
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

か
ら
科
目
提
案
し
て
い
る
。２
０
２
１
年
度
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
×
Ａ
Ｉ
×

経
済
×
法
」が
採
用
。同
科
目
は
２
０
２
２
年
度
も
開
講
予
定
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
×
Ａ
Ｉ
×
経
済
×
法
」を
運
営
し
た
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
学
長

補
佐
で
あ
る
河
村
賢
治
教
授（
法
学
部
）に
よ
る
と
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
上
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
、異
世
代
共
学
は
学
部

生
・
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
生
の
双
方
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
こ
と
が
受
講

生
の
感
想
か
ら
読
み
取
れ
る
。あ
る
学
部
生
は『
今
の
社
会
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、人
と
の
つ
な
が
り
を
再
び
盛
ん
に
し
、多
世

代
間
で
忌
憚
の
な
い
意
見
を
ぶ
つ
け
合
え
る
雰
囲
気
を
創
り
出
し

て
い
く
こ
と
だ
』と
い
う
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
た
が
、私
も
そ
う
思

う
。国
籍
の
多
様
性
だ
け
で
な
く
、世
代
の
多
様
性
を
も
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
、今
後
の
大
学
に
お
い
て
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

立
教
池
袋
高
校
に
お
い
て
、修
了
生
グ
ル
ー
プ
が
授
業
協
力
し

て
い
る
例
も
あ
る
。高
校
3
年
生
対
象
の
自
由
選
択
授
業「
異
文

化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」で
は
、異
世
代
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
を
テ
ー
マ
と

す
る
回
に
、修
了
生
グ
ル
ー
プ「
異
文
化
研
究
会
」が
２
０
１
２
年

か
ら
協
力
し
て
い
る
。

［写真］ビジネス日本語での共学連携の様子
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担
当
の
大
久
保
正
美
講
師
に
よ
る
と
、普
段
高
齢
者
と
接
す
る

機
会
が
少
な
く
高
齢
者
に
対
し
て「
弱
者
」ま
た
は
、「
怖
い
、厳
し

い
」「
話
し
づ
ら
い
」と
いっ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
や
す
い
高
校
生
に

と
って
、海
外
駐
在
経
験
や
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
が

豊
富
で
、活
力
に
満
ち
た「
異
文
化
研
究
会
」メ
ン
バ
ー
が
、ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
な
高
齢
者
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

の
こ
と
。豊
か
な
人
生
を
送
る
先
輩
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、歳
を
取

る
こ
と
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
像
を
描
け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

4
「
異
世
代
共
学
」が
大
学
・
学
院
に
も
た
ら
す
価
値

こ
の
よ
う
に
、受
講
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
多
様
性
を
織
り
な
す
シ

ニ
ア
学
生
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
な
く
、大
学
が
当
初
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
教
育
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
って
き
て
い
る
。こ

の
ほ
か
に
も
、Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
修
了
後
、立
教
大
学
大
学
院
に
進
学
す

る
受
講
生
が
毎
年
複
数
い
る
ほ
か
、受
講
生
の
子
や
孫
の
世
代
に

対
し
て
、大
学
・
学
院
の
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
役
に
な
る
、

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
科
目
を
担
当
し
た
学
部
教
員
が
、受
講
生
の
反
応
や

フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
に
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
、自
身
の
研
究
や
教
育

に
新
し
い
視
点
を
得
る
等
、好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

学
部
と
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
両
方
に
ま
た
が
って
運
営
で
き
る
教
員
の

持
続
的
確
保
等
の
課
題
は
あ
る
が
、「
異
世
代
共
学
」は
今
後
こ
れ

ま
で
以
上
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
分
野
で
あ
る
。学
部
生
と
受

講
生
の
異
世
代
交
流
や
対
話
の
機
会
を
継
続
的
に
設
け
、そ
こ
に

学
部
や
大
学
院
の
知
が
注
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
場
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

考
え
る
教
員
も
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
立
教
大
学
本
館
は
、赤

レ
ン
ガ
の
校
舎
に
ツ
タ
が
絡
む
姿
で
知
ら
れ
、四
季
折
々
異
な
る
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
が
、常
緑
の
キ
ヅ
タ
だ
け
で
な
く
、紅
葉
す
る
ナ

ツ
ヅ
タ
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
、風
景
に
深
み
と
奥
行
き
を
与
え
て

い
る
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
。立
教
大
学
に
お
け
る
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、

こ
の
紅
葉
す
る
ツ
タ
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
。大
学
・
学

院
の
一
貫
連
携
教
育
に
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
有
機
的
に
関
わ
り
、新
し
い

価
値
を
も
た
ら
す
。Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
関
わ
る
教
職
員
一
同
、そ
う
考
え

て
い
る
。




